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l．Ste鮎nsen反復法   

ム（∬1，∬2，…，∬m）（豆＝1，2，…，乃）は月乃における領域βで定義された実数値非線形関数とし，  

∬＝（∬1，∬2，‥．，∬乃）f∈月几，   

J（∬）＝仏（∬），長（∬），…，ん（∬））f∈月乃  

とおく。【1】，【2】と同様に，連立非線形方程式  

（1・1）∬＝J（∬）  

を扱う。（1・1）の解を雷とする。記号は【1】，【2】にしたがい，次のようにおく。  
乃   

捌＝盟l∬壱l， l刷＝豊吉帖   

J（0）（∬）＝∬，J（盲）（∬）＝Jげ（才一1）（∬））（豆＝1，2，…），  

d（0，た）＝∬（た）－雷，d（刷＝J（五）（∬（た））一雷（慮＝1，2，…），  

△巾）＝J（1）（∬ト∬，  

△ズ（∬）＝（J（1）（∬ト∬，…，J（n）（∬卜J（扁） （∬）），  

△2ズ（∬）＝（J（2）（∬卜2J（1）（∬）＋∬，…，J（叫1）（∬ト2J（れ）（∬）＋J（扁）（∬））．  

ここで，A＝（旬），△ズ（∬）および△2ズ（∬）は乃×犯行列である。さらに，【1】瀾で述べたのと同  

じ条件（A．1ト（A．5）を仮定する‥  

（A．1）£（∬）（1≦窟≦氾）はβで2回連続微分可能。  

（A．2）（1．1）の解∬＝雷がβの中に存在する。  

（A・3）れ×れ行列J（∬）をJ（∬）＝（∂£（∬）／叫）（1≦豆，ブ≦m）によって定義するとき，lけ（雷川＜1．  

（A．4）た＝0，1，2，…に対して，氾個のベクトルd（0，ん），d（1，ん），…，d（乃－1刃は1次独立である。  

（A・5）β（∬（た））＝（d（0，た），d（1，た），‥．，d（m‾1，た））とおくとき   

inf（IdetD（X（k））l／Fld（0，k）Hn）＞0．   

われわれは【1］において，Ste鮎nsen反復法  

〈 

∬（た）－△ズ（∬（た））【△2ズ（∬（た））】‾1△巾（た））如∬（た）≠雷  

∬（た）  払r∬（た）＝雷  
（1．2）∬（頼1）＝  

について考察し，次の定理を証明した。   

定理1・条件（A・1）－（A・5）のもとで，反復法（1．2）を考える。雷に十分近い∬（た）に対して，適当な  

定数几れ＞0をとれば  

植（頼1）一列≦嘲l∬（たし剤2  

が成り立つ。  
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2．一般Ste鮎nsen反復法   

Steffbnsen反復法（1．2）の実際計算で，nXn行列【△2x（x（k））rlをその正則近似行列H（x（k））  
で置き換えた反復法  

∬（た）一△ズ（∬（た））ガ（∬（た））△∬（∬（た））br∬（た）≠雷  

∬（た）  払r∬（た）＝雷  （  

（2．1）∬（た叫＝  

が考えられる。これを一般Steffbnsen反復法とよぶことにする。  

【2】において，一般Ste鮎nsen反復法（2・1）について考察し，次の定理を証明した。  

定理2．条件（A．1ト（A．5）のもとで，反復法（2．1）を考える。雷に十分近い∬（た）∈U（雷卜（雷）  

に対して，適当な定数几先＞0をとれば  

植（頼1）一利≦A毎Il∬（た）一利2（た＝0，1，2…）  

が成り立つ。  

3．ガ（諾（た））の構成   

乃×犯行列C＝（句）を任意にえらび固定する。次の仮定をおく‥  

（3・1）lc五Jl＜（1≦豆，j≦陀）・  
llCll＜1であることから，任意の∬（た）∈U（雷卜（雷）に対して  

（3．2）C＝ト△2ズ（∬（た））ズ（0）（Jは乃×れの単位行列）  

を満たすれ×和行列ズ（0）＝ズ（∬（た））を求める。さて，ズ（0）から出発して，反復法  

（3．3）ズ（叶1）＝ズ（p）【2ト△2ズ（∬（た））ズ（p）】（p去0，1，2，…）  

をつくる。条件（3．1），（3．2）および（3．3）のもとで  

ズ（p）＝【△2ズ（∬（た））】‾1（トC2p）（p＝0，1，2，・‥），  

ズ（p）→【△2ズ（∬（た））】‾1（p→∞）  

となることが示される0十分小さい定数ど＞0を与える01瓢鴎＋1）一柳＜どならば，  

叫∬（た））＝ズ（p）とおく。ここに，ズ（p）＝（務））（1≦豆，J≦柁）である。  
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